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右京七条一坊

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡発掘調査部は，1 9 7 8 年度の主要な調査として，藤原宮では束面大填と宮西方地

域等，飛鳥地域では山田寺金堂跡（５頁参照) ，大官大寺聡跡と飛鳥寺東南地区等の発掘調査を

実施し，それぞれ多くの成果をあげた。主な調査地域とその期間・而積などについては別表の

とおりである◎

藤原宮第2 3 次調査この調炎は，橿原市営日高山住宅の増設工覗に伴う事前調査として実施し

た。日高山周辺は，藤原京右京七条一坊にあたり，昭和5 0 年から数次にわたる調査を行ない，

藤原京条坊内の坪割り，坪の利用状態が次第に明らかになりつつある。今回の調盃地は，七条

一坊二坪の推定地である。調査の結果，藤原京の造成に際して，日高山丘陵の東側先端部を削

平し，谷筋を盛土整地した状況を把握するとともに，掘立柱建物１，井戸１，土砿９，溝３な

どの遺構を検出した。古竣時代の溝S D 2 2 7 1 以外はすべて藤原宮期に属する。発掘区東端で西

肩を検出した溝S D 1 9 5 2 は朱雀大路西側溝である。第１７－２次調査で東肩を確認しており，側

溝幅員は５ｍになる。溝南半は径4 0 c m大の玉石で迩岸されている。S B 2 2 7 4 は南北２間，東西

１間以上の掘立柱建物で西へのびるが，丘陵裾が迫っており，東西も２間程度にとどまる小規

模な建物と考えられる。S E 2 2 7 0 は直径1 . 8 ｍ，深さ１．１ｍの素掘りの井戸である。埋土から曲

物・横櫛・斎串・斗雛型などの木製品と，「口首首」と判読できる木簡が出土した。

二坪はその大部分を日高山丘陵によって占められており，宅地として利用された痕跡は認め

がたい。一坪と二坪を区画する七条条間小路は施工されなかったようで，一・二坪が一体とな

って機能を果した地域と推定される。その性格については，遺構の密度が極めて薄いこと，鋳

造炉跡や日高山瓦窯が存在することから，官営工房が設けられた地域と考えられる。今回の調

査で出土した総施や銅津，斗雛型も上の推定を裏付けるものといえよう。
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飛鳥・藤原宮跡の調査
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東南部

1 9 7 8 年度発掘調査状況
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飛鳥・藤原宮跡の調査

藤原宮第2 4 次（東面大垣) の調査この調査は，藤原宮東面大晦とそれに伴う内濠・外濠の確認

を目的として実施したものである。調査地は，藤原徹大極殿の東北約5 0 0 ｍの水川で，宮束面

北門推定地に南接する。調介の結果，東而大坑，東内濠，東外濠等を検出した他，掘立柱建物

２，柵２，井戸１，溝５，方形間溝基１，土城多数を検出した。

東面大垣S A l 7 5 は常の束を限る掘立住塀で，１５間分を検出した。柱掘形は，一辺1 . 8 ｍ前後

の方形､ に血で，いずれも東方に柱抜取穴を作っていた。そのため柱間寸法を正確に計測するこ

とはできなかったが，９尺（１尺＝2 9 . 6 6 ｃｍ）等間と考えるのが妥｡ 1 1 であろう。これは，北面，

西面両大垣の柱間寸法とも一致する。内濠ＳＤ２３００は，大垣ＳＡｌ７５の西，１１．８ｍに位侭する

素掘りの南北職で，幅2 . 2 ｍ，深さ0 . 7 ｍの規膜をもつ。溝の堆職届は３屑に分けられ，上層か

ら瓦類，1 1 1 府から多雌の土器頬，‐ ド屑からは土器揃の他，木簡などの木質遺物が川･ Ｉした。ま

た，S D2 3 0 0 内には井戸状辿椛S X 2 3 0 6 がある。４枚の板を組合わせて内法方5 0 c mの木枠とし

たもので，内濠と同時に存在した集水用の施設とも考えられる。外濠S D 1 7 0 は，入坑ＳＡｌ７５

の東方2 0 ｍに位綴する南北満で，幅5 . 5 ｍ，深さ1 . 3 ｍの規棋をもつ。３屑からなる溝内の堆砿

届のうち，上胴には若干の土器類，中層には大赦の瓦類を含み，下層には大並の木片とともに

多数の木簡を含んでいた。外濠の東に建つS B 2 2 9 0 は，桁行５間以上，梁行２間の南北棟掘立
柱建物である。一辺1 . 2 ｍ，深さ０．６ｍの柱掘形をもち，柱痕跡をとどめるものもある。柱間は

梁行が2 . 4 ｍ等間であるのに対して，桁行では，南端が2 . 1 ｍ，つぎの３間分が1 . 8 ｍ，発掘区

北端が1 . 5 ｍと不揃いである。ＳＢ２２９０は藤原寓期の遺構と方位が揃い，また，束側柱列と大

班S A 1 7 5 との距離が1 0 0 尺（2 9 . 6 ｍ）である点，さらに，束而北l l I j の推定地に近く，外濠東岸

に接して建つ細長い南北棟建物とみられる点などから，「杖舎」あるいは「厩亭」にあたる建

物とも考えられる。井戸S E 2 3 1 0 は内濠の西約１０ｍにある素掘りの円形井戸で，径1 . 5 ｍ，深

さ0 . 9 ｍを測る。埋土の下屑からは，宮の造営工漁に伴って生じた廃材や手斧の削り屑に混っ

て木簡が出土した。溝S D2 3 0 5 はi 幅0 . 6 ｍ，深さ0 . 2 ｍの小規模な斜行溝で，内濠へ流し込む宮

内の排水施設と考えられる。溝S D2 2 9 5 は大垣の東方1 1 . 4 ｍにある幅0 . 8 ｍ，深さ0 . 6 ｍの素掘

りの南北溝である。北面入坑部分でも，大填外方の同様な位侭にほぼ同規桟の束I ﾉ 吋溝ＳＤ１４４

が確認されており，S D 2 2 9 5 もそれとともに富の四周をめぐる1 J 龍性をもっている。南北溝Ｓ

Ｄ２２８１は幅2 . 5 ｍ，深さ0 . 5 ｍで，位蔽と規模からみて宵の束を走る東二坊大路ＳＦ２２８０の西

側溝であろう。また，大路の路l I I i にあたる部分には路而敷の盤地とも推測される砂と粘土の互
屑がみられた。

藤原宮期直前，７．世紀後半の遺構には，建物S B 2 2 8 6 ，塀ＳＡ2 2 8 9 . 2 2 9 9 などがある。建物

S B 2 2 8 6 は２間× ２間の掘立柱建物で，柱間は東西方向が3 . 0 ｍ等間，南北方l i l ｣ が2 . 1 ｍ呼間で

ある。軸線は西で北へ約９度ほど振っている。束両３間の掘立柱塀S A 2 2 8 9 は，’ ' 1 央問３ｍ，

両脇間が2 . 1 ｍを測る。S A 2 2 9 9 は東西２間の小規模な掘立柱塀である。

古城時代の遺構としては，方形周溝慕S X 2 3 1 5 ，溝ＳＤ2 3 1 7 . 2 3 2 0 . 2 3 2 1 などがある。方形

－２９－
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周瀧墓S X 2 3 1 5 は東で北へ約3 0 度振る主軸をもち，周溝心々で長辺9 . 5 ｍ，短辺８ｍを測る。

周溝は最大幅1 . 2 ｍ，深さ0 . 8 ｍで，溝の堆職土から庄内式土器が出土した。主体部は確認され

なかった。溝ＳＤ2 3 2 0 , 2 3 2 1 は外濠東岸で交叉する２条の斜行溝で，溝S D2 3 2 0 からは庄内式

土器が出土した◎ 溝ＳＤ２３１７は内濠の西にある幅１ｍ，深さ０．６ｍの弧状をなす溝で，方形間

溝基の痕跡ともみられる。

妓後に，宮の地割計画について検討してみよう。まず，今1 両| の調査成果と第1 0 次調. 在（四面

大垣）の成果から，藤原宮の東西両大垣間の距離9 2 5 . 4 ｍが求められる。一方，宮南北両大域間

の距離は9 0 6 . 8 ｍであるから，宮大垣が正方形にめぐっていたとする従来の地割復原に疑問が

生じる。また，藤原京条坊は令小尺9 0 0 尺（大尺7 5 0 尺）四方を１坊として十二条八坊が設定さ

れ，宮はその北半４条４坊分を占めていたと考えられている。そうすると，宮の四至は令小尺

3 6 0 0 尺を計画寸法として決定されていたことになる。従来の調査成果から，この計両寸法の実

距離を復原すると約1 0 6 7 , 5 ｍとなり，１尺＝2 9 . 6 5 ｃｍという値が得られる。これは，束而大垣

ＳＡ１７５の柱間単位尺に概ね一致する。これを基準尺にした場合宮大垣の東西幅は3 1 2 0 尺にな

るが，令大尺（１尺＝3 5 . 5 9 c m）で換算すると2 6 0 0 尺という，より整った完数値が得られる。し

かし，今回検出した藤原寅期の遺構相互間の距離では令小尺による換算値の方が整った数値を

示す。また，大地の南北長については，現在までのデータによる限り，小尺，大尺いずれを用

いても完数値にならない。このように宮の地割に用いられた韮準尺には多様なあり方が窺え，

今後に多くの問題を残している、

Ｗ１６. 馴祁

藤原宮第2 4 次調査遺椎配置図
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飛鳥・藤原宮跡のi 淵査

第2 4 次調査出十の木簡今回の調盃では，内濠S D 2 3 0 0 ，外濠S D 1 7 0 及び井戸ＳＥ２３１０から

総数1 0 0 7 点の木簡が出土した。木簡の記載内群は奴抑に関するものが多く，このことは，調在

地の宮内側周辺に宮内行の被杵である官奴, d のような奴岬に関辿した役所が存在した可能性を

示すものである。

出土した木簡は文普風のもの，寅進付札，習r l I : ，削屑等の種類にわけられる。そのなかで紀

年銘をもつ木簡は，外濠出土の丙巾（持統1 0 年，6 9 6 年）と井戸出土の慶芸三年（7 0 6 年）で，後

者は削屑である。文諜風のものとしては，外際から（表）「子口壌而不□ 」（典）「口不□ □

□ ｣ ，（表）「御宮若子御前恐々誰」（裏）「/ k □ □ 口命坐而自知何故｣ ，「．爾多降而甚寒」な

どが出土している。このほか「七九六十三」と掛算の九九を記載したものがあり，九九記載の

雄も遡る例として注目される。また，奴卿関係の内容をもつ例としては，外濠出土の「官奴察

人委女' 三~l n l ~｢ ] ｣ ，内濠出土の「が日奴安麻｣ ，「抑一｣ ，「飽浪｣ ，井戸出土の、奴1 . 誰奏膳
（WI力）

足枠□ □ ｣ ，「口都支宮奴抑｣ , 「｢ 膳｣ 高| 奇」などがあげられる。郡・評名を記戦した木簡は外濠

から尾張同知多郡賛代里，若狭国小丹生郡手巻型，志麻国嶋郡燃志里，内濠から三野評，海評

佐々里が出土している。なお井戸からは「｢ 染｣ 安麻月「染｣ 恵匡｣ ，「橡衣一睡｣ ，「/ l 員糸二□ 」

など，削屑ではあるが，衣服に関する内容をもつ例が多く出土している。

藤原宮第2 5 次（国道1 6 5 号線橿原バイパス）の調査この調査は，国道1 6 5 号線橿原バイパスの予定

路線で工事に先立って実施したものである。調査地は西二坊大路の両側にあたり，右京三条三

坊二坪から右京五条三坊一坪にかけての南北に細長い地区で，三条大路，四条条間小路，四条

大路の存在が予想された。訓読の結果，藤腺禰期の主な遺構としては，掘立柱建物５，掘立柱

東西塀１，井戸３のほか，三条大路南北両側溝，四条条間小路南側溝を検出した。四条大路及

びその南北両側溝は，後1 M: そこが河川の流路になっていたため検出できなかった。また，掘立

柱建物は，いずれもその一部を検出したにとどまり，規模などは不明である。ノi ､ 回検出した

条坊関係の資料を昭和5 2年度に行なった1 6 5号～小1 1 1線拡幅黒に' j i : に伴う１７前調盃（藤原宮第2 1 -

２次）の成果と照らし合わせてみると，国土方眼に対する条坊の振れが求められる。それによ

ると，三条大路南側溝は，E OC 5 0 . 5 ′ Ｎ，四条条間小路南側溝は，E OC 5 5 . 5 ' Ｎの振れになる。

ところが，第２１－２次調査と第1 6 次調査（西一坊坊間小路）の成果によると四条条間小路の振れ

は，E Oo 2 5 ﾉ Ｎとなり，また，ｉﾉ ﾘ ｰ 坊坊間小路と火. 二坊坊間小路の間での振れはE Oo 3 9 ' Ｎとい

うように一定していない。このように，藤原京条坊の振れは部分によって少しづつ異っている

．I l I 能性が考えられるのである。京全体としてこれがどのようにおさまるかについては今後の課

題である。なお，今回の調査によると，三条人路は溝心々で約９ｍ（３丈）となり，従来考え

られてきた大路幅より狭い点で，今後に問題を残している。妓後に，道路側溝の位侭をI j i l 土調

炎法第６座標系のＸ座標（南北方向）で示しておくと，三条大路北側溝（幅約1 . 7 ｍ）は- 1 6 6 3 0 3

. 3 , 同南側溝（幅約1 . 2ｍ）は- 1 6 6 3 1 2 . 1，四条条間小路南側溝（幅約1 . 0ｍ）は- 1 6 6 4 4 9 . 1とな

る。Ｙ座標（東西方向）はいずれも- 1 8 0 0 0 付近である。

－３１
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藤原宮第2 6 7 欠調査造機配置図

藤原宮第2 6 次の調査調査地は藤原宮の西辺地区にあた

り，昭和４８．４９年に行なった第1 0 次調査地の東側に接す

る。調査の結果，藤原宮期の遺構として，掘立柱建物１，

塀１，溝１，土壌１などを検出した。掘立柱建物S B

2 4 5 0 は，身舎３間× ２間の小規模な東西棟建物で北面に

廟がつく。梁行は１．８ｍ等間，桁行は1 . 6 6 ｍ等間である。

東西方向の塀S A 2 4 4 0 は，S B 2 4 5 0 の北廟から約９ｍ北

にあり，柱間は2 . 1 ｍ等間である。土職ＳＫ２４６０は，東

西方向に長軸をもつ長方形平面の土職で，東端は発掘区

外につづく。幅２ｍ前後，深さ0 . 2 5 ｍ前後で長さ７．５，分

を検出した。発掘区の北東隅で検出した溝S D 2 4 3 0 は，

幅2 . 3 ｍ，深さ0 . 3 ｍの素掘りの南北溝で，発掘当初，四

二坊坊間小路の西側溝であろうと想定していた。しかし，

溝S D 2 4 3 0 と第５～７次調査で明らかにされている西二

坊坊間小路の西側溝S D 1 0 8 0 とを結ぶと，方眼方位に対

して北で０o 4 5 . 5 ′ 東に振れることになり，従来知られて

いる条坊の振れと逆の方向を示すだけでなく，溝幅の違

いなどもあって，同一の溝とするには疑問が残る。

下層の弥生時代の遺構については，後期の北西方向に

流れる溝（幅約２ｍ，深さ約0 . 9 ｍ）のほか，中期・後期の

土壌，小ピット多数を検出している。

遺物としては絵画を描いた土製品の破片が注目され

る。これは，銅鐸をそれに近い大きさで模した土製の鐸

の一部かと推定し得るものであり，従来の銅鐸形土製品

とは形状を異にする。なお，土製品そのものの年代につ

いては，文様構成，調整手法などの点から弥生時代中期い~しば，叉様補奴，調楚手法などの凧から弥生1 1 守代中期絵画のある土製品（ｌ：２）

末頃と考えられるのであるが，出土した層位は，第Ｖ様式の古い段階の土器が出土した土城よ
り上位の遺物包含層である。

日高山瓦窯の調査この調査はＦ１高山公園の西斜面改･ 修工事に伴って実施した。日高1 1 1 瓦窯

は，昭和3 5 年に奈良県が発掘調査を行ない，藤原宮所用の瓦を焼成した平窯１基を検出してい

る。昭和5 2 年には奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターが磁気探査を行ない，両から北斜

面にかけて３～４基の窯が並列することを確認した。磁気探査の成果をもとに行なった今回の

調査では，構造の異なる２基の瓦窯を検出し，藤原宮の瓦生産に関する新知見を得た。１号窯

は1 7 . の傾斜をもつ登窯で，焼成部・煙道部と燃焼部の一部を検出した。構築に際しては，丘

－３２－



飛鳥・藤原営跡の調沓

陵斜面の花耐岩岩盤に大きく掘形を穿ち，その内壁に沿って

粘土を版築状に枝み上げて窯休の外枠を作り，内而に粘土を

厚く塗って窯確を仕上げている。焼成部は幅1 . 6 ｍ，長さ３．８

ｍで，地1 1 1 削り出しの階段を６段設ける。煙道部は奥壁にⅡ

乾レンガを３列８段に秋み上げ，０．３× ０．２ｍの煙道１ケ所を

設簡する。煙道は奥行０．６ｍほど水平に延びてから砲角に立

ち上がり，地上へ通じる。燃焼部は幅1 . 5 ｍで長さは0 . 5 ｍを
日商i 山瓦張遺構配置図

検出したに留まる。１号窯からは瓦の出土がなかったが，焼

成部から７. i M紀後半の土師器鍋・須恵器高林が出土している。２号窯は平窯で，辿存状態が悪

く，南壁と焚川，煙道の一部を検出したにf Wまる。残存部から原形を復原すると，全長4 . 7 ｍ，

最大幅2 . 5 ｍの平面杓子形となり，昭和3 5 年発兄の平窯に類似した椛造が考えられる。花閥岩
地山を平面杓子形に掘りこみ，その内側に暗赤禍色粘土を裏込めしながら日乾レンガを平職み

し，内面にスサ入り粘土を厚く漆って窯壁を椛築する。焼成部奥壁の南端には日乾レンガ敷の

煙道底面が残る。位置からみて煙道は３ケ所に配侭されていたものと推定される。焚１１には１１

乾レンガが３段に残り，内法幅0 . 1 5ｍを測る。燃焼部からi l i l : 丸凡6 2 7 4Ａ，軒平瓦6 6 4 7Ｃ各１

点，奥斗瓦６点と大量の丸・平瓦が出土した。

今回の調査の結果，日高1 1 1 瓦窯には登窯と平窯という二極の構造の窯が存在することが| ﾘ ｣ ら

かになったが，両者の焼成瓦の型式の異何や操業期間の問題等，／i ､ 後の調査に期したい。

大官大寺第５次（塔・東面回廊）の調査本‘ 淵f f は塔跡をI | : ' 心に，束而１回l 廊の一部をも含む範朋

を対象として実施した。調査地は字「琳ノナ| : 」に残る土壇と，それに接する東・脚の水出であ

る。調査の結果，塔の規桃・構造が明らかになるとともに，東面回廊・溝・井戸・掘立柱塀な

どの遺構を検出した。塔の礎石は，明治2 2 年に柵原神宮の造営資材として搬出されており，現

存するものはない。塔基坑は四辺の上部を火きく削平されていたが，束而3 6 . 3 ｍ，南北3 7 . 3 ｍ

と現状土嘘を大きく上回る規模の基域を検出した。基壊端には階段施設や基触化粧の痕跡がな

く，約2 5 度で立上がる傾斜面を形成している。基晩の築成は，西辺部では整地土を0 . 3 ｍほど

掘り込んでいるものの，他の３辺では旧地表面に1 1 ‘ I 接土を砿み上げて，版築する。韮坑侭部に

は築成当初に幅約0 . 8 ｍ，深さ0 . 2 ～0 . 4 ｍの溝をめぐらすが，韮触上部からの流出土によって

短期間のうちに埋没している。この溝の底面内側を築成計画に藤づく雅壇縁として捉えると，

一辺3 5 ｍの正方形基鱗が復原される。溝埋没後に，基城周朋にバラスが敷かれている。パラス

敷ＳＸ４０２は，韮聴南而を巾心に東1 mに及ぶが敷き方は粗雑である。埜域周朋には多賦の' 焼土

と焼瓦が堆砿しており，堵もI | : １門や「識堂」と同様に焼失した状況が窺われる。薙城上面は

耕作による撹乱が0 . 8 ｍの深さに及んでいたが，礎石抜取穴と撫付け掘形７ケ所を検出し，方

５間，一辺5 0 尺の塔を復原することができた。側柱では南列東第１～３．５と北列東第４の５

ケ所で抜取穴を確認し，このうち後３者では据付け掘形をも検出した。入側柱では西列南第２

－３３－
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大官大寺伽鮭復原図

の１ケ所で据付け掘形を検出したにすぎない。基嘘巾央から発見された心礎抜取穴は，南北

5 . 6ｍ，東西5. 4ｍを測り，深さは現基塑面から約１ｍである。据付け掘形はみられず，基埴の
築成に先行して心礎が据えられた状況を示している。心礎は，明治初年に画かれた岡本桃里の

礎万見取図によると，東西１０尺・南北1 2 尺の花耐岩巨石の中央部に径４尺の円形柱座を彫り込

み，さらにその中央に舎利孔を穿ったものであったことが知られる。四天柱礎石の痕跡は認め

られなかった。心礎の大きさを考慮すると，四天柱礎石を侭く余地はなく，当初から存在しな

かった可能性が高い。ＳＸ４０１は塔造営時の足場穴である。東．西の入側柱と心礎の間を南北

に並び，東西の柱筋の中央に配されている。束而回廊S C O 5 1 は，第３次調査で回廊東南隅か

ら４間目までを確認していたが，今回の調炎で新たに７間分を検出した。礎石はすべて原位瞬

を保つ。柱間は梁行4 . 2 ｍ（１４尺) ，桁行3 . 9 ｍ（1 3 尺）等間である。回廊基城は，西に向って緩

く傾斜する地1 1 1 上に0 . 1 ～0 . 3 ｍの厚さで数脳の基輔土を砿上げた簡単な地業で築成されてい

る。､ 礎府は砿土の最終段階に掘形を穿って据えられている。塔と東面回廊の間を南北に走るＳ

Ｄ４０５は，塔と回廊の近接しすぎたこの地区に特に設けられた回廊雨落溝と考えられる。この

雨落溝によって，従来不明確であった回廊の基埴幅8 . 4 ｍ（2 8 尺) ，軒出2 . 4 ｍ（８尺）が明らか

になった。S D 2 6 0 は幅１．５ｍ，深さ0 . 5 ｍの素掘りの南北溝である。溝底に堆砿する青灰粘土

層中には，手斧の削り屑などの木片が多量に含まれ，白土や馳斗瓦の一括投棄もみられる。埋



飛鳥・藤原宮跡のi 凋査

土の状況は，大官大寺焼失前に人為的に埋戻されたことを示しており，大官大寺の造営に関わ

る溝と考えられる。S K 4 0 6 ～4 0 8 は調在区東端に集巾する不整形な土砿で，焼失前に掘られた

ものである。大官大寺焼失後の辿椛には，掘立柱東西塀S A 4 1 2 ，素掘りの井戸ＳＥ4 1 0 , 乱石

稜と瓦横を併用して築いた井戸ＳＥ4 1 1 がある。

出土遮物には，瓦坤類，金属製品，土器等がある。軒瓦は千数百点を数えるが，所謂「人憎

大寺式」に限られ，軒丸瓦では6 2 3 1 Ｃが，軒‘ , I z 瓦では6 6 6 1 Ｂが９判以上をI I i める。これまでの

調査によって，「講堂」所用瓦が6 2 3 1 Ａ- 6 6 6 1 Ａ，巾l 1 I j 及び回廊所用瓦が6 2 3 1 Ｂ・C - 6 6 6 1 B

の組合せをもつことが知られており，塔所用瓦が巾門・回廊に近似することがl J j らかになっ

た。金属製品には，金銅製隅木端飾金具・風鐸・小鋼鏡・銅釘・鉄釘等がある。隅木端飾金具

は方形の枠内に透彫りの唐単文を配し，周縁に沿って毛彫りを施すものである。風鐸は断面馬

I ﾘ 形の身部を飛帯の袈裟裸文で区l l I I i し，上部に乳を配している。小鋼鏡は径4 . 7 c m，縁１１』幻. 4 ｃｍ

の素文鏡で，鎮城具の一つとみられる。この他，焼けた壁土が多. ( 1 ) : に出土した。蕊スサ入りの

荒壁に0 . 5 ～0 . 8 c mの厚さで白土を塗って仕上げている。塔の土確であろう。

今回の調査によって，九重堺と伝えられる大' 『W大寺の塔が，方５間，一辺5 0 尺の巨大な平血

規模をもつことが明らかになった。柱間は1 0 尺等間で，四天柱礎洞のない特殊な枇造が推測さ

れる。出土遺物から塔建物は既に完成の段階に達していたことが窺えるが，荘峨の外装に至る

前に焼失した状況を確認した。この大官大寺の焼失時期を「扶桑略記」にみえる和銅４年と考

えると，階の造営はそれを人幅に遡るとは考え難く，「統口本紀」や「大安寺伽聴縁起井流記

資材帳」に記されたように，文武朝の造鴬とみるのが妥当であろう。

飛鳥寺東南地区の調査この調盗は，史跡飛鳥寺跡の現状変更I l I 誌にもとづき実施したもので，

調査地は飛鳥寺寺域の東南部に位慨し，南門から束にのびる築地とその南に接する区域にあた

る。調査の結果，築地，塀，掘立柱建物，木樋，万組溝など注日すべき遺椛を多数検出した。

それらは辿構相互の亜複関係や辿物から４期に人別できる。

Ｉ期の辿椛としては，築地のほかにいくつかの溝などがある。飛鳥寺I | : ' 心伽隙の南を1 1 1 1 i する

築地S A 5 3 5 は，南北をそれぞれ玉石列にはさまれる幅2 . 5 ｍのもので，北面の玉7 7 列は創建時

のものである．１１能性がある。溝ＳＤ５３１は大型の石を両側に配した幅1 . 2 ｍの南北方向の斜行

溝。斜行石列ＳＸ５３２は，長さ９ｍに亘り玉７７を２列にならべその西側に高さ3 0 c m前後の万を

たてている。溝ＳＤ５３３Ａは，岐下段に比較的大きな石を，２段1 . 1 以上にはやや小型の石を砿

んだ幅１ｍの南北溝で，途中で西に折れ素掘りの東西溝S D 5 3 4 に続く。溝S D 5 3 1 ，斜行蒋列

ＳＸ５３２の方位は，飛鳥寺南ｌＩＩｊ南側の石敷広場北縁の振れに類似しているほか，出土遺物など

からみても，１期の遺構は7 1 1 1 紀前半代と推定される。Ⅱ期の辿椛としては，伽' ７柱雌物，

塀，溝などがある。掘立柱進物ＳＢ５４０は２間× ２間の倉庫風の総柱建物で，柱間は９尺等間

である。築地S A 5 3 5 の南６ｍにある塀S A 5 3 8 ，そのさらに南１１．５ｍにある塀ＳＡ５３９は，い

ずれも柱間８尺等間の東西方向の掘立柱塀である。S B 5 4 0 の束にある塀S A 5 4 9 は，柱問９尺

－３５－
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W1 6 d 8 0
等間の南北方向の掘立柱塀であ

る。溝ＳＤ５３６は幅１ｍの素掘

りの東西溝で西は南に折れ溝Ｓ

Ｄ５３３Ｂ，東は北に折れ溝ＳＤ

５４６Ａとなり築地S A 5 3 5 の下を

通る。S B 5 4 0 の西には長さ３．５

ｍにわたって基聴縁状の玉石列

S X 5 4 1 があり，その西北には

集石暗渠状の施設S X 5 4 2 があ

る。ＳＸ５４４は幅１ｍの溝で，

底部は2 5 c m幅でさらに一段深く

なっている。ＳＸ５４５は木樋の

導水路で，木樋本体は長さ６ｍ

前後，外径2 0 c m前後の身と厚さ

５～1 0 c mの蓋板からなるものを

つないでおり，材・はコウヤマキ一守口も、ー＝ ｡ ｰ 〆』 ▽ ｒＪＵＥ入－〆Ｑ ‐ Ｕ Ｏ５１０ｍ

である。ＳＸ５４５の掘形はI i 扇約 飛鳥寺東南地区遺継配置図

１ｍで，底部をさらに一段掘り込み，そこに木樋を据えた後，上部を粘土で固めている。これ

は飛鳥寺内に向って流れる上水施設であり，当初は西側にあるＳＸ５４４に設侭されていたらし

い。Ⅲ期の遺構としては，溝ＳＤ５４６Ａの幅をせばめ，北半では両肩に玉石をならべた南北溝

ＳＤ５４６Ｂがある。築地S A 5 3 5 と交わる部分では，上部に２枚の大万を配し，その下を暗渠と

して通す。溝S D 5 4 7 は幅１ｍの素掘り南北溝で，７枇紀末～８世紀初頭の土器を含んでいる。

Ⅳ期は巾枇の遺構で発掘区の西北に広がる土戦S K 5 4 8 がある。

飛鳥寺の寺域は南北３町であることが判明しており，それによると寺城南限は石敷広場の南

縁にあたる。これからみても，今回の調査地が寺域内に含まれることが明らかである。このこ

とは築地S A 5 3 5 で検出した大石で蓋をした暗渠の存在などからも窺えることであり，この暗

渠は幾度かの改修をうけながらも，１期の溝S D5 3 1 ，Ⅱ期の溝ＳＤ５４６Ａ，Ⅲ期の溝ＳＤ５４６

Ｂという各時期の溝の流入口として機能していた。今回の調査地内では，飛鳥寺中心伽藍の南
をI 町する築地S A 5 3 5 がまず造られ，その南は空閑地として，溝S D5 3 1 などが存在していた。

Ⅱ期になると，築地の南が塀ＳＡ５３８．５３９．５４９などで区画され，その一郭に掘立柱建物ＳＢ

５４０が建てられ，溝のつけ替えなども行なわれた。この状況は，文献にみえる道昭の禅院を想

起させる。『続日本紀』や『三代実録』によると，道昭の禅院は6 6 2 年に元興寺（飛鳥寺）の東

南隅に建立したと記されており，飛鳥寺寺域の東南に位綴する建物ＳＢ５４０などの遺構は，年
代的にみても，この禅院と関連するものといえよう。（小林謙一，松村恵司）

－３６－




